
降雨状況（東名高速道路鮎沢観測所）
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発災確認

２０１０年９月２２日

中日本高速道路（株）

台風９号により被災した東名（大井松田～御殿場間）応急復旧

１．主な経過
９月８日 14:10 異常降雨による事前通行止〔大井松田IC～沼津IC（上下）〕

16:28 北畑トンネル（上）西坑口付近で、土砂混じりの滞水と

大型貨物車の停止を高速道路交通警察隊が確認

20:15 北畑トンネル（上）土砂搬出作業開始

22:26 大型貨物車搬出完了、引続き土砂搬出作業

９月 9 日 2:10 御殿場 IC～沼津 IC（上下）通行止解除

9:00 大井松田 IC～御殿場 IC（下）通行止解除

10:40 大井松田 IC～御殿場 IC（上）２車線運用にて通行止解除

〔すべての通行止解除〕

９月１０日 21:00 上り線を閉鎖し、下り線左右ルートを用いたリバース運

用により交通を確保し、上り線の応急復旧作業を実施

〔２４時間稼動〕

９月１０日 24:00 御殿場 IC～大井松田 IC 間のみ通行料金の無料措置開始

〔国道２４６号（静岡県小山町）災害通行止に伴い〕

９月１5 日 24:00 御殿場 IC～大井松田 IC 間の通行料金の無料措置終了

〔５日間で合計約２万５千台〕

９月１7 日 19:25 応急復旧作業完了〔リバース運用〕（上下線全面解除）

２．降雨状況

【参考】東名高速道路（大井松田ＩＣ～沼津ＩＣ）の事前通行止基準

■ 連続雨量 ３５０㎜

■ 組合せ雨量 連続雨量２２０㎜かつ時間雨量５０㎜

降雨状況（鮎沢観測所）及び通行止基準

【14 時 10 分】通行止開始（「組合せ雨量」による）



【災害発生箇所 位置図】
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【ステップ３】
清掃・後片付け ⇒ 撤去完了

【別添①】 北畑トンネル西坑口〔沢部〕の詳細

【ステップ１】
大型土のう移設（移設後重機搬入）

０．５日間

完了

５．５日間

【ステップ２】
流木及び堆積土砂撤去（ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ搬出） 流木撤去完了

■崩落土砂 約２５００㎥
〔長さ約２５ｍ、幅約４５ｍ、深さ約３．５ｍ〕

《横断図》
減勢工 堆積土砂

用地境界

＜被災状況＞ ＜応急復旧作業状況＞ ＜応急復旧完了状況＞

9 月 10 日 21：00
～9月 11 日 8：00

9 月 11 日 8：00
～9月 16 日 22：00

9 月 16 日 22：00
～9月 17 日 7：30



北畑トンネル

フリーフレーム

北畑トンネル北畑トンネル

フリーフレームフリーフレーム

【ステップ１】
倒木撤去（ｸﾚｰﾝにて搬出）

２．０日間

完了

北畑トンネル

フリーフレーム

【ステップ２】
堆積土砂撤去（ｸﾚｰﾝ、ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ搬出）

４．０日間

【ステップ３】
清掃・後片付け ⇒ 完了

１．０日間

＜被災状況＞ ＜応急復旧作業状況＞ ＜応急復旧完了状況＞

【別添②】北畑トンネル西坑口〔上部〕の詳細

9 月 11 日 8：00
～9月 13 日 8：00

9 月 13 日 8：00
～9月 16 日 21：00

9 月 16 日 21：00
～9月 17 日 7：30

北畑トンネル

フリーフレーム

■崩落土砂 約６８０㎥
〔長さ約４０ｍ、幅約１０ｍ、深さ約２ｍ〕

《縦断図》
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用地境界



⇦東 京

名古屋⇨

東 名 高 速道←至）東京
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②北畑トンネル西坑口

①

②

東名高速道路

３．本復旧工事計画
１）降雨による通行止め基準については、見直しを行い暫定基準により管理。

■ 連続雨量 ３００㎜（暫定基準）

■ 組合せ雨量 連続雨量２００㎜かつ時間雨量４０㎜（暫定基準）

２）現地にＷＥＢカメラ２箇所、地盤伸縮計３箇所の設置を行い、監視体制を

強化。

３）被災箇所は、発災とともに専門家による現地調査、防災ヘリから上空調査

を実施、今後詳細調査を行い、専門家の意見をいただきながら、具体的な

本復旧の工法や範囲について検討します。

４）崩落箇所は高速道路区域外であるため、本復旧工事を行う場合は、地元

協議、関係機関との諸手続き等を踏まえて工事に着手します。

４．類似箇所の緊急点検
１）今回の災害は異常降雨が起因し、高速道路区域外の沢からの土砂・流木が

高速道路区域内に流れ込んだものであることから、ＮＥＸＣＯ中日本管内

の類似箇所約２６０箇所について、土石流に着目した緊急点検を行いまし

た。

２）現在までのところ、緊急的に対策が必要な箇所はありませんでした。引

続き継続監視を行います。
道 路 名 箇所数 緊急点検の内容

東名高速道路 ２３
名神高速道路 １７
中央自動車道 ６９
北陸自動車道 ３
東海北陸自動車道 ７１
東海環状自動車道 ３０
東名阪自動車道 １
伊勢自動車道 ３
紀勢自動車道 １３
長野自動車道 ２
箱根新道 ２５
小田原厚木道路 ３

計 ２６０

１）土石流発生源に着目した
渓流の堆砂状況、崩壊地
すべりの兆候､風倒木の
状況

２）既設対策工の堆砂、損傷
状況を確認

３）道路横過水路の堆砂状況

＜緊急点検の実施状況＞

①沢部
②坑口上部

①沢部

ＷＥＢカメラ

地盤伸縮計

以 上


